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1．はじめに

　更新世から完新世への移行期における人類と自然環境

の問題は，研究の進捗している地域ではどこにおいても

関心の高い，大きなテーマを形成している．長野県長和

町所在の広原遺跡群の調査結果（小野ほか，2016a）を

踏まえ，成果を比較考古学的な観点から世界の中に位置

づけるため，筆者は比較対象をオーストリアの北チロル

にあるウラーフェルゼン遺跡（Schäfer 2011）を中心に

据え検討をすすめてきた（小野ほか 2016b）．ドナウ川

上流域だけでなく南ドイツの広い地域を対象とした論

文，報告書，あるいはさらに広域の中部ヨーロッパにお

ける更新世末から完新世初頭を扱う著作で必ず出会うの

が，ボイロニアン（Beuronien, Beuronian，ボイロン文

化）である．

　特徴的な石器の形態や型式の分布範囲（ドイツ語圏で

いう Formenkreis）は，石器群全体に占める特徴型式の

割合，素材から完成形態に至る一連の過程の中にどの程

度位置づけることができるか否かで，広がりの線引きの

確度が異なる．また石器の場合，一般に土器を基準にし

た特徴型式の広がりの線引きよりも分解能は粗い．完新

世初頭のプレボレアル期の早期中石器時代石器群の特徴

型式の広がりは，後期旧石器時代終末のマグダレニアン

期の石器群に比較しても，広範な分布域を示す．単純な

組成と，細部を除けば一般に形態学的，型式学的な差を

指摘しにくい形状がこうした分布上の状況に反映されて

いる一面もあるだろう．

　後氷期のアルプス北麓に出現した広大な無氷空間に，

早期中石器時代の人びとがどのように移動し，その結果

がどのような石器の分布型として残されたのか．広がり

の問題は，石器製作に必要な石材の獲得をめぐる動きと

関連する．研究する側からすれば，定義無くして広がり

の設定は無い．逆に言えば，研究の現状では，様々な石

器群の分布実態をどのように概念的に把握しているのか

が注目される．

南ドイツ早期中石器時代のボイロン文化について

小野　昭 1*

要　　旨
　更新世末から完新世初頭にかけて，南ドイツのドナウ川上流域には晩期旧石器から中石器時代にかけての洞窟遺跡や岩陰
遺跡が集中し，氷河期の終わりの頃の人類が環境変動にどのように対応したかという課題に多様な話題を提供している．そ
のなかでも完新世初頭プレボレアル期の文化を議論する際に論文，報告書などでかならず出会うのがボイロン文化（以下ボ
イロニアン）の用語である．これはドナウ川上流のボイロン地方にあるイェーガーハウス洞窟遺跡の層位的な発掘に基づく
早期中石器時代の 3 段階全体を表現する文化名である．調査者タウテはこれをボイロニアン A, B, C と呼び分け，それが後
の編年の基準になっている．頻繁に言及されるボイロニアンの詳細は，1971 年のタウテの教授資格試験論文中にある．し
かし，未刊行のまま 1995 年に没したため，一般には 1970 年代に書かれたタウテの論文と概説などの簡単な記述に依拠して
議論されている．テュービンゲン大学考古学研究所に保管されている 1971 年論文のコピーをもとに分類の基準と構造を点
検し，その意義と現状における問題点を明らかにした．その結果，タウテの分類は基本的に今日でも有効である．しかし ,
すでに複数の研究者が指摘するようにボイロニアンのAとBは明確には分離できないという．さらに詳細な内容を知るには，
イェーガーハウス洞窟遺の正報告書とタウテの 1971 年のモノグラフの出版を待たなければならない．
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　こうした問題状況に沿い，頻繁に言及されるボイロニ

アンの実態と現状が抱える限界を明らかにするのが本稿

の目的である．更新世末から完新世初頭のドナウ川上流

域の諸現象については，特に 90 年代に入ってから，狩

猟対象動物，植生，利用の石材獲得の問題など，生態学

的な観点からの接近も多く，多様な話題を提供してい

る（Jochim 1998, 2006, 2008; Fisher 2002; Holdermann 

2006）．しかし，ここではボイロニアンの石器群の実態

把握の問題に限定する．ボイロニアンの定義関連の事項

は他の要素を排除しても独立して扱えるからであり，

様々な要素を入れて議論することは問題を混濁させるだ

けである．

2．ボイロニアンの研究小史

　南ドイツのドナウ川上流域では，1961 年からテュー

ビンゲン大学の W. タウテが洞窟遺跡や岩陰遺跡を中心

に精力的に発掘調査を開始するまでは，旧石器時代終末

から中石器時代にかけての研究は極めて手薄であった

（Taute 1971; 1980）．1960 年代の半ばにヨーロッパの中

石器時代を包括的に記した H.-G. バンディの論文（Bandi 

1966）においても , 西南フランスと東ヨーロッパの間の

地域の記述はない．

　フランス，スイス，オランダ，西北ドイツ，東ドイツ

のテューリンゲン，東ドイツのエルベ川とオーデル川の

間の低地，ポーランドなどで目覚ましい調査の進展が

あったのに比べ，南ドイツは 1960 年代の初めごろまで

は特に層位的な発掘調査にもとづく研究の進捗が遅れて

いた．1962 年以降のドイツ学術振興会 DFG の支援によ

る晩期旧石器－中石器時代の研究プロジェクト，1971

年までのバーデンヴュルテンベルク州記念物局埋蔵文化

財部の援助，ならびに 1971 年以降ドイツ学術振興会支

援によってテュービンゲン大が牽引した特別研究領域プ

ログラム第 53 号（古生態に焦点を当てた古生物学的研

究）はこうした遅れを取り戻した．一連のプロジェクト

は，ドナウ川の上流域を中心とした南ドイツの後期旧石

器時代末のマグダレニアン期から新石器時代初頭の帯紋

土器の出現までの 6000 年間に，調査研究の橋渡しを実

図 1　南ドイツ，ドナウ川上流域の晩期旧石器・中石器時代の洞窟および岩陰遺跡　（Taute 1974）

小野　昭
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現したのである（Taute 1975）．結果的に鍵になる多く

の洞窟と岩陰遺跡を発掘によって推進したのがテュービ

ンゲン大学のタウテである．図 1 に示す洞窟と岩陰遺跡

はすべて氏によって調査された．

　なかでも，1）マグダレニアンの伝統を引く石器が

残る晩期旧石器時代の様相から，それが消失して最も

初期の中石器時代の石器群が成立する様相を連続的に

層序に基づいて明らかにしたツィゴイナーフェルス

Zigeunerfels 洞窟遺跡と，2）早期中石器時代を層位に

基づいて細分することに初めて成功し，A，B，C の

3 段階を区分してこれをボイロニアンとして継起する

3 つの異なる段階の文化を提唱したイェーガーハウス

Jägerhaus 洞窟遺跡の調査は，特筆される．

　ボイロニアンの石器の実態に関わる遺跡と遺物は，し

たがってイェーガーハウスである．遺跡はバーデンヴュ

ルテンベルク州，トゥトリンゲン郡，フリーディンゲン

市のブロンネンにある洞窟（北緯 48°2′，東経 8°58′）

で南東に開口する．ドナウ川の右岸から水平距離で 300

ｍ東にある切り立った洞窟で海抜 680 m- 690 m，ドナ

ウ川との比高 70 m-80 m である．開口部幅 13 ｍ，高さ

12 ｍのこの洞窟の発掘は 1964 年から 1967 年にかけて

タウテが実施した（Taute 1971）．

　晩期旧石器時代 / 中石器時代の移行期から近現代まで

連続する 15 枚の層準を区分し，早期中石器時代（第 13

層～ 8 層），晩期中石器時代（第 7 層・6 層）を区分し

た．6 層と 5 層の間にのみ土取りなどにより新石器時代，

青銅器時代の層の欠損があるが，そのあとはローマ以前

の金属器時代（5 層），ローマ時代（第 4 層），中世（第

3・2 層），近現代（第 1 層）と続く．第 13 層から 8 層

までの 6 枚の層準が早期中石器時代のボイロニアンであ

る．遺跡のあるボイロン Beuron 地方の名を取ってボイ

ロニアン（ドイツ語ではボイロニエン Beuronien）と名

付けられた．全層準の出土遺物総数約 7000 点，その内

の約 100 点の石核と，石刃・剥片約 6500 点が発見され

た．完成形態のわかる細石器の総数は約 350 点である．

　この要約の内容はドナウ上流の小さな都市フリーディ

ンゲンを紹介する一般書に書かれたものである（Taute 

1972）．これに編年表とボイロニアン A，B，C の指標

的な石器が図示されている．おそらくボイロニアンとい

う用語が使われた最初期の文章に属すると思われる．そ

こではこの洞窟遺跡で初めて早期中石器時代の文化的発

展が層位的に明確に 3 段階に区分されたとし，これを

「ボイロニアン」とよぶと記している．そして早期中石

器時代の 3 段階ボイロニアン A，ボイロニアン B，ボイ

ロニアン C は，後続の晩期中石器時代の石器群とは異

なることを強調した．一般への解説の意味の強い文章で

あるので石器の形態・型式学的な記載はなく指標的な石

器の線画（実測図）が示されているだけである．

　その後，ボイロニアンの石器群の内容が記された

のは，筆者の知る限り 1974 年が最初である（Taute 

1974）．その翌年に南ドイツの晩期旧石器と中石器時

代の調査の進捗に関する包括的な論文が書かれている

（Taute 1975）が，ボイロニアンの石器の特徴記載の内

容は 1974 年のそれと全く変わらない．すなわち石器組

成の特徴におけるボロニアン A は「形の整わない石刃

から作出された狭長の台形石器，鈍角二等辺三角細石

器，凸基尖頭細石器，背腹両面基部加工尖頭細石器」で

ある．ボイロニアン B は「鋭角二等辺三角細石器，凹

基尖頭細石器，背腹両面基部加工尖頭細石器」．ボイロ

ニアン C は，「顕著な不等辺三角細石器，凹基尖頭細石

器，単純な基部加工細石器」の組み合わせである．ボイ

ロニアンの呼称に関しては，上記 1972 年の記述とほぼ

同じ表現である．

　ストリート（Street, et al. 2001）は，研究史を概観し

て南ドイツにおける調査研究は，1990 年代の研究が生

態学や経済・生業の局面に集中しているのに比し，1970

年代の研究は編年のテーマに力点が置かれている旨の評

価をしているが，これは当然である．60 年代から本格

的に発掘調査を伴った組織的な調査が開始されたドナウ

川上流域では，研究の初期のあり方としてまず遺物の正

確な時空分布，つまり編年と分布の特徴を把握すること

から始まるからである．表採資料が圧倒的に多い中石器

時代資料に確実な年代の軸を与えるために，層位的に石

器群の変遷を追跡しやすい洞窟・岩陰遺跡が戦略的に調

査されたのである．放射性炭素年代試料の採取と共に

様々な自然科学的な調査も並行して計画的に実践された

（Taute 1980）．

　しかし，イェーガーハウスだけでなく , 一連の鍵にな

南ドイツ早期中石器時代のボイロン文化について
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る洞窟遺跡，岩陰遺跡の正報告書がほとんど未刊行のま

まタウテは急逝した（Wolfgang Taute 1934-1995）．第

一次資料を記載した詳細な報告書が残されていないた

め，概報や論文中に記された簡単な記述から定義の内

容を理解するしか方法はなくなった．従って刊行され

た限りにおいてボイロニアンの内容は，いまみた Taute 

（1972, 1974, 1975）が主要なものである．

3．どのように理解されているか

　タウテがおこなったボイロニアンの特徴の記述で最

も詳しい内容は , タウテの未刊行の教授資格試験論文

にある（Taute, 1971）．アメリカの研究者は刊行され

ていないので一切引用しない傾向にある（Fisher, 2002; 

Jochim,1998, 2006, 2008）が，事実存在する．ドイツで

は教授の資格は博士の学位と同様，国家資格試験に合格

することを必要とする．考古学では一般に，博士の学位

を取得後さらに研究の蓄積を踏まえ，教授資格に必要な

一要素である浩瀚な論文（モノグラフ），ならびにおよ

そ１年の期間を要する一連の試験に合格しなければなら

ない．つまり教授資格を取得したものは博士の学位とと

もに終身資格である．いまは私立大学も若干は誕生して

いるようであるが , 大学はそれまで国立大学のみであっ

た．

　タウテの未刊行教授資格試験論文は現在 , テュービン

ゲン大学考古学研究所の図書室に紙ベースのコピーが１

部保管されている．以下 , これに依って，石器によるボ

イロニアンの特徴の記述と，そこに見られる方法の構造

を検討し ,　その内包と外延を可能なかぎり明確にして

おきたい．この論文は Taute（1980）の文献リスト中に

おいて，Das Mesolithikum in Süddeutschland, Teil 1: 

Chronologie und Ökologie（南ドイツの中石器時代，第

1 部：編年と生態学）の題名で Tübinger Monographien 

zur Urgeschichte のシリーズとして刊行予定であると

記されていたが刊行されなかった．

　保管されているこの論文はタイプ原稿で A4 判 319

頁，図表 38 枚，写真を含む図版 141 枚であるが，図表

と図版の一部はコピー版には欠けているものがある．こ

こではボイロニアンの定義に関わる部分にのみ言及す

る．石器を「形態学」に準拠し A から G まで７つに分

類している．しかし以下見るように形態ごとに厳密に分

離しすることなく幾つかを一まとめにしている部分もあ

る．すなわち，

Ａ．細石器（Mikrolithen）

Ｂ．�切断技法の結果生ずる副次的製作物

（Abfallprodukte der Kerbtechnik）＜いわゆるマ

イクロ・ビュラン：小野補足＞

Ｃ．尖頭器・背付ナイフ（Spitzen und Rückenmesser）

Ｄ．�さまざまな二次加工剥片（Unterschiedliche 

retuschierte Stücke）

Ｅ．彫器（Stichel）

Ｆ．掻器・削器（Kratzer und Schaber）

Ｇ．石核（Kernsteine）

　これをもとに，それぞれを「型式」に分類．A は 40

型式，B は７型式，C は 12 型式，D は 11 型式，E は 9

型式，F は 8 型式，G は 7 型式に細分している．

　イェーガーハウス洞窟遺跡の層序は，最上層の第１層

から第 15 層まで区分されている．洞窟堆積の図面を見

る限り第 15 層～第 6 層までは間層を挟んで整合的に堆

積している．第 15 層は晩期旧石器（Taute 1971），あ

るいは晩期旧石器－中石器時代の移行期（Taute 1972）

と記載されている．第 14 層は編年表によって「？」が

入れてあったり（Taute 1972），ブランクにしてあった

り（Taute 1975）で，明確でない．第 13 層～ 8 層まで

が早期中石器時代，第 7，6，層が晩期中石器時代であ

る．第 5 層がローマ以前の金属器時代，第 4 層がロー

マ時代，第 3，2，層が中世，第 1 層が近現代である．

タウテは中石器時代を大きく 2 分し Frühmesolithikum, 

Spätmesolithikum の用語を使っている．前期中石器，

後期中石器，あるいは早期中石器，後期中石器としても

よいが，語感を活かしてここでは早期中石器，晩期中石

器と訳して使用する．

　Taute（1971，p. 240 以下）によって要約すると，

イェーガーハウスの早期中石器は石刃の形状は多様で規

則性があまり見られない．一連の細石器は連続的に発展

する 3 段階 A，B，C からなると認められる．A 段階は

第 13 文化層だけに認められる．段階 B は第 12 ～ 10 層，

段階 C は第 9 層，8 層と，移行期の 7-8 層に認められる．
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南ドイツ早期中石器時代のボイロン文化について
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　1972 年以降に刊行された論文や解説では説明を省い

ているが，最初の 1971 年の論文（pp. 240-241）では二

つの基準から層序と形態・型式分類の関係を整理してい

る．ただ，層位的に出現，変遷，消滅の変化が追いやす

い形態 A（細石器）で型式編年を組み立てている．ボ

イロニアンの定義に関する記述はもっぱらこの細石器だ

けで議論されている．

　第一の基準は，特定の段階にのみ出現する型式で，図

2 中の箱型に斜線で示したものである．なお図の箱型の

中の数字はその石器の出土点数である．A 段階は狭長

の台形石器 Langschmale Trapez（図 2 中の A.23）で

ある．B 段階にのみ出現するのは，鋭角二等辺三角細

石器 Gleichschenkling-spitzwinklinge Dreieck（A.19）

である．C 段階の指標は顕著な不等辺三角細石器 Stark 

ungleichshenklinge Dreieck （A.21），超不等辺三角細

石 器 Extrem ungleichshenklinge Dreieck （A.22）， 両

側 縁 二 次 加 工 の 尖 頭 細 石 器 Beidkantig retuschierte 

Mikro-Spitze（A.14）, 背 付 ナ イ フ 形 細 石 器 Mikro-

Rückenmesser（A.32, A.33）である．こうしてタウテ

は特定層準に特徴的な石器型式を抽出した．

　続いて第二の基準は，相前後する 2 つの段階にまたが

る型式である．段階 A と B に継続する型式が多い．鈍

角二等辺三角細石器の A.17 は A 段階（13 層）に多い．

しかし，B 段階（10 層）にも残る．背面・腹面基部に

二次加工のある尖頭細石器（A.9-12）は似たような点数

が A 段階，B 段階にある．凸基の尖頭細石器（A.3, 6, 9, 

12）は A 段階に数は多く B 段階には少ない．一方平基

の尖頭細石器（A.4, 7, 10）は逆に B 段階に多い．凹基

の尖頭細石器（A. 5, 8, 11）は B と C 段階に出現するが

A 段階にはない．

　タウテはこうした事実を前に，尖頭細石器に関しては

A, B 段階と B, C 段階にまたがる型式はあるが，A 段階

では背復両面二次加工から，B 段階で凸基，平基，凹基

へ，そして C 段階では凹基だけが継続するというよう

に，A 段階から C 段階への次第に発展すると理解する

のである．

　以上，やや煩瑣であるが，タウテがイェーガーハウス

で早期中石器時代の細分に初めて成功した層序と型式の

分類の対応関係と構造は以上の通りである．ドナウ川上

流のボイロン地方のイェーガーハウス洞窟遺跡で層位的

にとらえられた石器の組み合わせは，南ドイツの早期中

石器時代に広く適用できるものであり，こうして時期的

に区切られた型式圏は，したがって A 段階，B 段階，

C 段階をともなう“ボイロニアン”としての名称が与え

られる，とタウテは記している（Taute 1971, pp. 244-

245）．ボイロニアンは A，B，C の 3 段階を包括する文

化名としてその名が与えられている．しかし，実態は

A，B，C 各段階の細石器の特徴の記載であり，ボイロ

ニアンが先行の晩期旧石器時代と，後行の晩期中石器時

代とどのように定義上区分されるかは与えられていない．

　これを整理してタウテは編年表を作成している（図

3）．繰り返し記すことは省略するが，編年表ではボイロ

ニアン A，B，C の段階区分で明確に分離できる型式と，

A と B，B と C に継続する諸型式が明確に区分されて

表示されている．

　＜西南フランス＞―＜南ドイツ＞の編年的な対応関係

は，それぞれ，

晩期旧石器：＜�アジーリアン＞―＜ツィゴイナーフェル

ス F, E, D ＞

早期中石器：＜�ソーヴェテリアン＞―＜ボイロニアン

A, B, C ＞

晩期中石器：＜�タルドノアワジアン＞―＜イエーガーハ

ウス 6・7 層＞

で理解されている（Taute 1971, 1975）．

4．現状

　多くの場合ボイロニアンはタウテ 1972, 1974, 1975 の

記載で理解され，一般化されている．遺跡遺物の分布図

を中心とする概説書でもこうした簡潔な記載を踏まえ

てボイロニアンの分布図も作成されている（Terberger　

2014）．1971 年論文は未刊行であるので，そこまで遡っ

て参照し，記している論文は少ない．ただボイロニアン

の細分に関しては , その後の調査でボイロニアン A と

ボイロニアン B は分離できないと複数の指摘がある．

ハーンはイェーガーハウスの東に隣接するディートフー

ト洞窟遺跡では , ボイロニアン A と B の区分は常に明

確であるとは言えないと指摘している（Hahn 1983: p. 
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381）．ジョッキムも，遺跡名を明示していないが , その

後の複数の遺跡の発掘の結果 A 段階と B 段階の特徴的

な石器諸型式が一層準中に混在するので , 早期中石器は

ボイロニアン A/B と C に 2 分することしかできないと

している（Jochim 1998：p. 57，2008：p. 208）．ただ ,

撹乱でもない限り一層準における複数型式の存在は混在

ではなく共存と表現すべきである．

　段階で分離できる型式，複数段階（A と B，B と C）

に連続する型式をどう評価するか．第一の基準の分離と

第二の基準による分離のどちらで評価するかということ

になる．形態に基づく型式分類は，本来形状に関する分

類であるので，出土層位とは別の論理であって，層序と

は関係なく独立している．タウテは細石器（1971 年論

文の形態分類群 A）を 40 型式に細分しているが , この

全てが少なくとも一定の地域的広がりに分布論的な普遍

性を持っているかどうかは別問題で，徹底的な細分単位

がみな型式として成立するか否かは石器製作上の細部調

整，作り手の癖 , ならびにその空間的広がりなどの面か

らの点検が必要である．むろんそれは今ここでの課題で

はない．その後の複数遺跡の発掘の結果 , 特徴型式が層

位的にどのような分布をするか実際に点検された結果

は , いまみたハーンとジョッキム等の指摘であり，これ

が現実であるとみるべきである．

　タウテ没後，イェーガーハウスの資料を整理したホル

図 4　南ドイツにおける晩期旧石器・中石器時代の編年の概要
上のコラムは左から，＜文化層の連続（ツィゴイナーフェルス，イェーガーハウス，ラウターエックの各遺跡）＞；
＜時期区分と層序区分＞；＜地質・植生区分＞；＜放射性炭素年代未較正 BC 表記＞（Taute 1974, 1975）

小野　昭



― 127―

ダーマンによると , 垂直・鉛直方向に石器の接合が少な

からず認められるので層の細分に関しては批判的な検討

が必要であるという．石器の接合は第６層と７層 , ７層

と８層 ,10 層と 11 層の間で認められる．しかしボイロ

ニアン A（13 層）と B（12, 11, 10 層）の間では接合は

認められず , またボイロニアン B と C との間でも接合は

無いという（Holdermann 2006: pp. 163-164）．これは ,

タウテがイェーガーハウス打ち立てた早期中石器時代の

層位的な編年は基本的に変更はないことを意味する．現

在標準的に認められている編年は図 4 の通りである．な

おホルダーマンの再整理の結果の刊行は 2006 年の論文

中で予告されていたが，その後出版されていない．

4．結論

　定義に関連する記述は必要不可欠である．ただ定義は

多様な現実から特定の面に着目して限定を与えて概念的

に把握する作業であるから，その意義と限界を了解して

おく必要がある．

　ボイロニアンの定義に関わる制約的な条件は単純であ

る．ホルダーマンも指摘しているように , イェーガーハ

ウスは今日でも中部ヨーロッパにおける最も良好な層位

的な連続を示す遺跡であるが，タウテ自身による石器群

分析の結果や，ボイロニアン A，B，C の区分に直接関

係しない層序に関する部分の詳細な記述は刊行されてい

ないからである（Holdermann, 2006）．本稿では未刊行

論文中の定義に関連する部分のみであるが，分類の構造

を点検した．つまりタウテは先に見たように層位との関

係をもとに二つの基準で型式区分をおこなった．その構

造を最も良く可視化しているのが図 2 である．タウテ

1971 年のモノグラフは層序に基づく石器の形態学的，

型式学的編年に焦点をあててまとめられているので，

イェーガーハウス洞窟遺跡のもつ多面的な詳細を知るこ

とは，1971 年のモノグラフの刊行，ならびに正報告書

の刊行が実現しなければ難しい．
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Issues regarding the Early Mesolithic ‘Beuronian’ in 
southern Germany

Akira Ono 1*

Abstract

Many cave and rock shelter sites from the Final Palaeolithic and Mesolithic are concentrated in the Upper Danube 

in southern Germany. Spanning the end of the Pleistocene to the Holocene, they have generated many studies of humans 

responding to the environmental change at the end of the ice age. Many studies of these periods, particularly the 

Preboreal, use the term ‘Beuronian’. It is described as a set of cultural names consisting of three stages (Beuronian A, B 

and C) represented in Early Mesolithic stratigraphic layers of the Jägerhaus cave site in the Beuron Region of the Upper 

Danube. Excavation project leader W. Taute proposed this name, which became the standard stratigraphic name for 

chronology of the Early Mesolithic in southern Germany. A precise description of ‘Beuronian’ first appeared in Taute's 

Habilitation Thesis in 1971. Taute died before his monograph was published, and the definition of ‘Beuronian’ usually 

is taken from his brief papers or reports from the 1970s. This study discusses the significance of and issues surrounding 

his original definition in his Habilitation Thesis. Taute's definition is basically valid as a morpho-typological schema, but 

for practical purposes, Beuronian A and B are not clearly distinguishable, as several researchers note. Further precise 

parameters are anticipated with the publication of an excavation monograph of the Jägerhaus cave site now housed with 

the Institut für Ur- und Frühgeschichte und Archäologie des Mittelalters at Eberhard Karls Universität in Tübingen, 

Germany.
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